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下されてきた男女間の「恋愛」の問題を時代の進歩にともなう「高尚なる感
情」として扱い、恋愛時代の幕を開けた作品があった。それは、『女学雑誌』





































































































































































































































































































































































年（明治 13 年）11 月 19 日、京都で生まれた白村は、京都府立第一中学
校を経て、第三高等学校大学予科第一部を卒業後、東京帝国大学文科大学





刊行した。1913 年（大正 2 年）、白村が 33歳のとき、京都帝国大学教授
上田敏の推挙により、同大学文科大学講師を嘱任せられ、ヴィクトリア朝
並びに世紀末の英文学を講じた。その後、執筆にも専念し、『文芸思潮論』




するところもまた大きかったと評価されている。1923 年 7 月、軽井沢夏
期大学に出講し、8月鎌倉の竣工したばかりの別荘「白日村舎」に入った
白村は、9 月 1 日、関東大震災に遭遇、津波にさらわれ、2 日の午後 2時
永眠、享年 43歳だった。（昭和女子大学近代文学研究室「厨川白村」『近
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